
1.定点把握対象疾患の発生動向　※栗原支所管内を含む大崎保健所管内
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3.栗原支所より
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宮城県大崎保健所栗原支所　感染症発生動向調査情報
（令和７年9月26日発行）

　　上段は圏域全体で一週間に診断した患者数　、下段は一つの定点（医療機関）あたり一週間に診断した患者数。＊は急性呼吸器感染症（ARI)に含まれる感染症。
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備考 感染性胃腸炎 新型コロナウイルス感染症

◎：複数対応中、〇：対応施設あり、ー：対応無し

施設区分 保育所 高齢者・障害者施設 医療機関

対応状況 〇 ー 〇

不明発疹症

【 定点把握対象疾患の発生動向】
※栗原支所管内を含む大崎保健所管内

• 県内の新型コロナウイルス感染症の患者報告数は減少しましたが、

入院患者は50例報告されています。

• ヘルパンギーナは、患者報告数が多い状況が続いています。

• 引き続き、基本的な感染対策を徹底してください。

【 集団発生状況 】※栗原支所管内
• 感染性胃腸炎と新型コロナウイルス感染症の集団発生がありました。

【 全数報告疾病 】※栗原支所管内
• 5類：百日咳 男1名、女1名

• 県内の百日咳の患者報告数が多い状況が続いています。

【お知らせ】

【医療機関の皆様へ】
・感染症法に基づく、

医師の届出に必要な

アカウントの発行及び

システムのログインは

こちら

アカウント発行 システムログイン

【 感染症コラム～マイコプラズマ肺炎～】
• マイコプラズマ・ニューモニエという細菌を病原体とする呼吸器感染症で、晩

秋から早春にかけて流行します。

• 患者の約８割が１～14歳までの小児です。

• 2～3週間の潜伏期間を経て発症します。初発症状は発熱、全身倦怠、頭痛

などです。特徴的な症状である咳は、初発症状発現後3～5日より始まるこ

とが多く、乾性の咳が徐々に増強し、解熱後も3～4週間持続します。

• 感染経路としては、患者の咳やくしゃみなどのしぶきに含まれる病原体によ

る感染（飛沫感染）、病原体が付着した手で口で鼻に触れることによる感染

（接触感染）があります。

• 治療は、マクロライド系の抗生剤を使用します。

• 流行期には手洗い、うがいなどの一般的な予防方法の励行と、患者との濃

厚な接触を避けることが大切です。

• 毎年9月24日～30日は「結核・呼吸器感染症予防週間」です。

• 日本は結核低まん延国の水準を満たしていますが、今でも年間1万人以上の新規患者（約7割が60歳以上）が発生し、

1,500人以上が命を落としています。長引く咳症状は医療機関に御相談ください。

• また、冬季は呼吸器感染症が増加します。咳エチケットや手洗い、換気

等の基本的な感染対策が有効です。流行前に正しい方法を確認しま

しょう。

大崎保健所 栗原支所 疾病対策班

☎0228-22-2117 📠0228-22-7594


